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活動報告書 
 
 

報告日付：2020年6月5日 

事業ID：2018486241 

事業名：羽曳野市におけるフォスタリング 

（里親養育包括支援）機関の立ち上げ 

団体名：社会福祉法人 大阪福祉事業財団 

事業完了日：2020年5月31日 

1.事業内容  

 1．里親リクルートおよびアセスメント  

（1）時期：2019年4月～2020年3月（通年）  

（2）対象地域：  

2019年4月～10月：羽曳野市 

2019年11月～2020年3月：羽曳野市含む富田林子ども家庭センター（児童相談所）管内  

（3）内容：  

a．チラシ・パンフレットの配布（街頭44回88，000枚、ポスティング24回2970枚、新聞折り込み3回75,300枚、

配架協力52箇所）、ポスター掲示羽曳野市内1,630カ所、バスの広告2台1年間、ミニ講座１回2人、シンポジ

ウム（2回4名来場、内１回は新型コロナウィルス対応のため中止。）、映画上映会（22名来場）、はじめまして

café（2回2人来場、内１回は新型コロナウィルス対応のため中止）、里親制度展示9回延べ42日間、ブログ・

SNSによる情報発信24回、広報誌・フリーペーパーへの掲載9回。 

b．ヒアリング、情報提供、児童相談所への連携  

問い合わせがあった内１家庭については当施設で独自にガイダンスを行い１家庭計7回児童相談所との調

査面接を実施した。児童相談所と共に調査を行った家庭は2家庭で計16回の調査面接を実施した。 

 

2．里親家庭と子どものマッチングおよび双方への支援 

（1）時期：2019年4月～2020年3月（通年）  

（2）対象：1.（2）の里親及びその里親に委託されている児童、高鷲学園の入所児童 

（3）内容：委託前後の家庭訪問、相談対応等 

年度途中より支援家庭として既存の里親家庭を5家庭登録する形で支援を行った。家庭訪問4回、電話 

相談14回、関係機関とのカンファレンス1回。 

 

2.事業目標の達成状況：  

【助成契約書記載の目標】 

1．登録が見込める里親家庭のリクルート 10件 

2．問い合わせ件数 15件 

3．シンポジウム及び制度説明会の来場者数 計50名 

 

【目標の達成状況】 

1の達成状況：児童相談所と情報共有を行いその後の調査に至ったのは１家庭。当事業リクルートとは 

別に児童相談所と共に調査を行ったのが2家庭内1家庭は登録に至る。 

2の達成状況：12件 

3の達成状況：計30人 

 

3.事業実施によって得られた成果： 

 今後の里親リクルート、里親子支援、地域の子育て支援も視野に入れた拠点として事務所を開設で



きた。調査では児童相談所につながった里親希望者2家庭の面接を共に行い、1家庭は登録に至ったこ

とで全体の流れを知り経験することができた。また大阪府とは、再来年度（2021年度）にA型広域里親

支援機関として大阪府富田林子ども家庭センター管内での事業委託を目指すという話し合いの場が持

てたことは成果として大きかった。 

 

4.成功したこととその要因： 

大阪府及び富田林子ども家庭センターとはこれまで以上に事業への理解も得ながら、リクルート及

び支援を行うことが出来た。リクルートでは昨年度得たつながりも活かしながら、そのノウハウを拡げた

活動地域にも活かすことが出来た。支援については支援員という形で職員を雇い、既存の里親支援専

門相談員と活動を共にしながら今後の職員育成につながった。 

 

5.失敗したこととその要因： 

新型コロナウィルスの影響により年度末に予定していたイベントを中止とし、目標の達成とは至らな

かった。その代替としてのSNS等別の媒介を通してのリクルートへの切り替えが十分に出来なかった。

イベントは開催し社会的養育について知ってもらえる機会は作れたものの、里親制度につながる参加

者の方は少なく、里親登録が見込める里親家庭のリクルートにはつながらなかった。 

 

6.活動を通じて明らかになった新たな課題と対応案： 

 より地域に合ったリクルートはどのような方法なのかを模索しながら、事業を行ってきており繰り返し

行う継続性も大切にしながら、関係機関への働きかけ等重点的に行っていきたい。今後新型コロナウィ

ルスの対応を含め、これまでとは形を変えてのリクルートも求められることが考えられる。その中で十分

安全性にも配慮した上で多くの人が集まるイベントよりも、参加者がごく少数であっても対面で丁寧なや

りとりができる相談会等を実施していきたい。 

 


